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１ 塾の目的 

塾長 藁科 文雄  

 

播磨町も以前、いたるところでホタルが

飛んでいたが、急速に都市化し自然環境が

大きく変化したことで、今では見ることが

できなくなった。全国各地では、エコアッ

プ等の自然環境を改善しようとする活動

が盛んになり、播磨町でも、ビオトープや

ため池の調査やエコアップ活動をとおし

た環境教室を開催、さらに、昔遊びや伝統

文化の継承をとおして多世代間交流事業、

さらにがんばる父親の背中でおこなう子

育てについても取り組む。 

難しい講釈や理論抜きに人と人とのふ

れあいを楽しみながら、次世代に誇れる何

かを残すため一緒に活動する仲間を増や

していく。 

※エコアップ：横浜市の環境エコアップマスタープラン等から始まった活動 

● 生き物の生息環境の質を現状より向上させること●残された貴重な自然を適切な維持

● と緑を保全し、生き物の生息環境を回復・創出することにより生き物を呼び

●様々な主体の連携による身近な自然にふれる機会や場所の保全・創出を通じて、人間と自然との共生を図ること 

横浜市環境エコアップとは 

市街地から郊外に至るまで、

管理により量・質共に保全すること 

それぞれの地域にふさわしい手法で水

よせ、種の多様性を高めること 

２ 活動報告 

■活動一覧■ 

２－１ ホタル育成と鑑賞（４月～６月） 

２－２ 親子キャンプ体験（７月２１日～２２日） 

２－３ ビオトープとため池の水質調査 

２－４ 北池魚のつかみどりと清掃（１０月２１日） 

２－５ コウノトリの郷視察研修（１１月１１日） 

２－６ バードウォッチング（２月１０日） 

２－７ 喜瀬川エコアップ作戦とカワニナ放流（３月８日） 

 ２－８ ホタルの幼虫の放流とビオトープの管理（３月～４月） 



 ２－１ ホタル育成と観賞 
 
蓮池小学校ホタル池観察と鑑賞会（蓮池小学校「灯足るの会」合同開催） 

 
■ホタル池の観察 

３月末に放流したホタルの幼虫は桜の花びらが落ち始める４月から５月にかけてサナギにな

るために水中生活をやめて陸上に上がってくる。 

この様子を観察し、何時、どのような環境でどのように幼虫が上陸するか天候、気温、水温

を定期的に記録することとした。 

今後、このようなデータを分析することで、ホタルの幼虫の生態がわかり、ホタルが羽化す

る時期を予想したいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜行性のカワニナ（蓮池小学校ビオトープ２号池） 

■夜間のホタル池の観察 

ホタルの幼虫の唯一の餌となるカワニナ（淡水巻貝）は日中、石や水草の陰でなかなか確認

しにくいが、カワニナは夜行性のため、上写真のように夜になると活動が活発になる。 

カワニナの餌は、石などについた藻やコケであるが、ホタルの幼虫が上陸する頃には、藻が

発生し始める。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上陸を始めるホタルの幼虫 2007.5.11 20:57（蓮池小学校ビオトープ２号池） 

上陸を始めるホタルの幼虫 

 

 

 

 

■ホタルの幼虫の上陸 

（２０：５７）２号池から上陸を始めようとするホタルの幼虫。動

き

平成１９年５月１１日（金）

は非常に遅いが、時々体を青白く光らさせながら移動する。発行するのは写真でも少し確認で

きるが、幼虫の節目ごとにある突起部分が光っている。 

 



■ホタル鑑賞会 

１８日（金）２

１

リーフレットや会場での呼

び

だり、走り回る 

る 

等 

平成１９年５月

：３０に１号池北側で、この年最

初のホタルが確認できた。その後は

天候にも恵まれず、５月２１日（月）

以降は羽化が進まなかった。５月３

０日（水）２０：２０に２匹目を確

認、２１：００には３匹目を確認、

ホタルの羽化が進み始めたことを

確認し、６月１日（金）より鑑賞会

を開始することを決定し、蓮池小学

校「灯足るの会」と連携しながら、

学校と地域に鑑賞会について案内

し、警備等の安全管理をおこなっ

た。 

案内

かけにもかかわらず、ホタル鑑賞

のマナー等が悪かった。 

①路上駐車 

②大声で騒い

③ホタルを捕まえたり踏みつけ

④蚊取線香持参で来場 

⑤懐中電灯等で照らす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この年最初に確認したゲンジボタル 

ープ１号池北側） 2007.5.18 21:30（蓮池小学校ビオト

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■野添北公園のホタル 

内にあるビオトープへホタルを確認に行ったが、残念ながら確認でき

な

臨海管理センターを通して業者委託しているが、ホタル池

と

鑑賞を楽しみにしてい

る

、

町

同時期に作成した北公園

かった。播磨町の担当部署で確認するとホタルの増殖等にかかる幼虫等の放流や人工孵化等の

は中断しているということだった。 

現在、管理面でも公園指定管理者の

しての機能はまったく望めないのが現状であり、残念な限りである。 

今後、塾で管理ができないか調査していく必要がある。そこで、ホタル

住民の声にこたえるためにも、本年度、幼虫を放流し調査研究をおこなうこととなった。 

本年度は幼虫の放流のみとなったが、蓮池小学校のビオトープと同様に観察を続けることで

内でのエコアップを進めていかなければならない。また、将来的には、ホタルの里親制度やホ

タルの人工孵化から養殖をおこない、自給自足でホタルの数を増やすことも計画していく予定で

ある。 



 

 

 

親子でダンボールオーブンの制作 ダンボールオーブンに炭を入れる 

ダンボールオーブンでピザ 各班ごとにさまざまな創作ピザ 

■蓮池小学校でキャンプの成果 

・地域の中心である学校でキャンプが出来た 

・ダンボールオーブンでの料理体験は親子で想像力や創造力を育むことが出来た 

・夜のビオトープ観察では、カワニナ・川えびなどの夜行性の生物の活動の様子が見られ、貴重

な体験となった 

２－２ 親子キャンプ体験 

■蓮池小学校でキャンプ 

日 程：平成１９年７月２１日（土）～２２日（日） 

場 所：蓮池小学校中庭、体育館 

参加者：９４名（子ども４７名、保護者３５名、その他スタッフ１２名） 

 

■ダンボールオーブンで親子料理体験 



 

小学校の２階渡り廊下から一気に流れてくるそうめん

流し、見た目以上の迫力！実際そうめんを流してみると、

水しぶきかそうめんなのかわからない程・・・ 

そうめんが流れるたびに大きな歓声が中庭に響いてい

ました。 

■竹林の間伐材でそうめん流し 

て２階の渡り廊下からのそうめん流し台を制作 

・

・竹林の間伐した青竹を使っ

子どもたちは余った竹で器や箸を手作りで製作 



 

■参加者感想 

・キャンプにエコアップ活動を取り入れることで学校がエコアップスクールの発信基地となりエコ

アップの意識が向上した 

・蓮池小学校「灯足るの会」と連携することで父親の参加が多くあり、「親父の子育て」について、

意見交換する場がもてた 

・準備から後片付けまで自主的に参加者全員で行ない、お互い協力し合うことの大切さを体験出来

た 



 

 

 

 

■ホタルのすめるため池って・・・！？ 

・本塾と蓮池小学校「灯足るの会」、「かがやきの北池コミュニティ」などの団体がエコアップにつ

いて合同で地域の水辺の調査研究が出来た 

・８月２６日（日）より水質調査の内容に PH、COD も取り入れ蓮池小学校、北池の調査を開始した 

・親子水質調査隊で継続した調査を行う 

本塾・灯足るの会・かがやきの北池 
コミュニティがそろって打ち合わせ 蓮池小学校のビオトープの水を採取 

 糸トンボも生息する蓮池小学校ビオトープ 

２－３ ビオトープとため池の水質調査 



 

ドブガイの水質浄化実験 蓮池小学校のビオトープの水質調査 

パックテストによる PH、COD 水質調査 

・東播磨県民局の協力によりパールプロジェクトのぬばたま貝の真珠の生育状況を見るための引き

上げ調査に親子で参加し、貴重な体験が出来た。 

・蓮池小学校のビオイオからイオトープに糸トンボなどが生息するようになった。 

 

■今後の取り組み 

町内のさまざまなため池や河川の水質調査をおこない、そのデータをもとに住民のエコアップ

意識を向上させたい。 



 

 

 

 

水の抜けた池の中を歩き落ちているゴミを

収集した。ゴミの種類を調査したところ、タ

バコの吸殻や空き缶、弁当の容器、ビニール

袋などが多く、中にはタイヤや自転車などの

粗大ゴミも投げ入れられていた。 

いよいよ魚のつかみどり！抱えきれないほど大きなニゴイもたくさん・・・ 

２－４ 北池魚のつかみどりと清掃 

■平成１９年１０月２１日（日） 

  毎年恒例となった北池のクリーンアップと魚のつかみどりに参画と協働した。かいぼりのおこ

なわれるこの時期毎年、地元の皆さんが池の清掃もかねて多くの人たちが集まり魚のつかみどり

などを楽しんだ。 



 

捕まえた魚をお互い確認！ 大きなニゴイの多さにびっくり！ 

ため池の水中生物についての説明 

８月２６日（日）から活動を始めた親子水質調査隊による２ヶ月間の水質調査記録を発表！また、

当日も参加した子どもたちで水質調査をおこない、池のゴミ問題とともに、水質のなど水辺の環境

問題について学習ができた。 

今後、水質が良くなればもっと多くの生物が増えるはずです。水質浄化に向けたエコアップ活動

の必要性を感じた。 





 

 



 

 
２－５ コウノトリの郷視察研修 



域一体となり長年にわたりコウノトリの保護・増殖に努

めている。さらに、将来、コウノトリを大空に蘇らせる

ために地域全体の環境づくりを推進している。地球規模

の環境問題に関心が高まる今日、一度壊した自然は以前

のように完全にもとに戻せるものではありませんが、地

道なエコアップ活動が地域に広がることで、以前のよう

に自然と私たち人間が共生できると考えます。この視察

研修をとおして親子でエコアップについて考え、播磨町

での活動に活かして欲しい。 

昭和４０年から、コウノトリの保護・増殖に

かかわってこられた、コウノトリ文化センタ

ー松島館長にコウノトリをとおした豊岡のエ

コアップ活動について話を聞きました。子ど

もたちにもわかるように丁寧に、取り組みに

ついて話していただきました。 

コウノトリが絶滅の危機に瀕し、繁殖できなくなった理由は・・・体内に蓄積された水銀や環境

ホルモンの影響で卵が孵らないことが最大の原因だった。私たち人間もコウノトリが住めないこの

ような環境で生活することが出来るのか・・・！？ 

現在、兵庫県や豊岡市を中心として、さまざまなエコアップ活動が盛んになってきている。無農

薬による農業の推進と環境改善に向けての地道な市民活動で大きな一歩を踏み出したようだ。そし

て、その成果が平成１９年の夏に豊岡市でコウノトリが巣立った。今年も多くの巣が作られ、繁殖

の兆しがあるので平成２０年度は１羽でも多くの巣立ちに期待したい。 

コウノトリの日本最後の生息地となった豊岡では、絶

滅の危機に瀕したコウノトリを人工飼育をとおして、地



 

■参加者の感想から抜粋 

・豊岡市民と行政が一体となりコウノトリの野生復帰という１つの目標を持ち、取り組んでいる姿

が実感できた 

・自然環境を破壊するのは簡単でも元に戻すにはそれ以上に長い年月がかかることを改めて実感さ

せられた 

・バスの中でのエコクイズなど楽しみながらエコ学習できた 

・生き物たちにとって住みよい環境が人にとっても住みよい環境であることを実感した 

・播磨町でもエコアップ活動のネットワークの輪を広げて生き物と人の住みやすい環境づくりの推

進を願う 

・親子参加で次世代を担う子どもたちと先進地の調査研究が出来たことが良かった 

 

■今後の取り組み 

エコアップを進める上でキーワードとなるのが食の安全や食育である。地産地消の取り組みに

ついても調査研究し町内でも啓発したい 

豊岡市コウノトリ文化館には思ったよりたくさんのコウノトリの姿があり、コウノトリの大きさ

にもびっくりした。豊岡市でのエコアップ活動が順調であることを再認識させられた。 



 

 

 

 

■当日観察できた野鳥 

オタカ ケリ 
ユリカモメ セグロカモメ ハクセキレイ モズ ツグミ カワラヒワ スズメ ムクドリ シボソ 
カラス ドバト アヒル 

 

■今後の取り組み 

 水質調査と水中生物を調査研究しながら、ため池周辺の生態系について考えてみたい。そして、

播磨町が生き物たちや人に住みやすい環境であるかどうか調査研究を進めていきたい。 

北池の野鳥（マガモ） 野々池の野鳥（マガモ） 

北池 野々池 

２－６ 北池バードウォッチング 

■平成２０年２月１０日（日）北池～野々池 

・コウノトリ視察研修を活かして播磨町周辺の野鳥について調査研究することにした 

・冬のため池について親子で観察を行った 

・クリーンキャンペーンを行った時、ため池に落ちているゴミの調査を行い、エコアップ活動の重

要性を啓発した 

・播磨町に隣接する明石市の野々池での野鳥観察も行った 

カワウ アオサギ カルガモ コガモ ヒドリガモ マガモ ハシビロガモ トビ オ

 



 

 

 

２－７ 喜瀬川エコアップ作戦とカワニナ放流 



 

それぞれの会の代表が挨拶 団体は違っても意識は同じ・・・！ 

野添であい公園から清掃開始 新しく整備された喜瀬川で清掃 

BAN BAN-TV の取材も・・・ 川の中にもいろいろなものが落ちている！ 

■平成２０年３月８日（土）９：００～１１:００（野添であい公園、喜瀬川） 

「喜瀬川クリーン隊」が毎月第１土曜日に行っている喜瀬川クリーンアップ活動に蓮池小学校「灯

 足るの会」と参加し、清掃活動とともに喜瀬川の水質調査を行いました。



 

野添であい公園から大中橋までの往復の清掃・・・もうすぐゴール！ 

集められたゴミの多さに驚かされるばかりだ！タイヤなども捨てられている・・・ 
ため池と同じ状況に驚きを隠せないが、何とかしなければならない！マナーの悪さに怒りさえ・・・ 

参加者で喜瀬川の水質調査。PH や COD などをおなじみのパックテストで調査！水質はまだまだ・・・ 



 

蓮池小学校で繁殖しているカワニナを喜瀬川に放流 

・ふれあいエコアップ塾と蓮池小学校「灯足るの会」や「喜瀬川クリーン隊」が協力し、喜瀬川の

クリーンキャンペーンを行いエコアップの輪が広がった 

・喜瀬川で拾ったゴミについて親子で調査出来た 

・蓮池小学校で繁殖させたカワニナを喜瀬川を清掃している団体と共に放流し、喜瀬川の水質浄化

やエコアップの一歩を踏み出せた 

・参加者で水質調査を行ない、住民主体で喜瀬川を美しくする意識が向上した 

 

■今後の取り組み 

  今後、「喜瀬川クリーン隊」、蓮池小学校「灯足るの会」と継続して喜瀬川のエコアップについ

て連携し、隣接する野添北公園のビオトープでのホタルの養殖等の共同事業も進めていきたい。 



 

 

 

 

自然界ではほとんど目にすることのないホタルの幼虫 蓮池小学校のビオトープに放流 

石の影に隠れる幼虫。幼虫も夜行性 野添北公園にホタルの幼虫を放流 

■蓮池小学校と野添北公園のビオトープにホタルの幼虫を放流しました！蓮池小学校のビオトープ

プで飛んだホタルの卵から孵化した幼虫を昨年放流していますが、自然界ではは昨年このビオトー

なかなか繁殖できず、まだまだ人の手を借りなくてはなりません。 

■水辺の上流地域との協力及び水質調査のモニタリングの継続 

■喜瀬川の源流を探るエコツーリズム 

■播磨町内の水辺を中心としたエコアップのネットワーク化 

■環境問題を焦点に父親の子育て参加の促進と学社融合 

■エコアップから魅力あるまちづくり 

■親子で地産地消の調査研究と食育 

２－８ ホタルの幼虫の放流 

３ 来期に向けて 


